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第１回 四街道市部活動地域移行推進協議会 議事日程 

 

日時：令和６年８月２８日（水）      

                       １５時から 

    場所：四街道市文化センター ２０１号室  

 

１．開会 

  会長挨拶 

 

２．議事録署名人の選出 

 

３．協議・報告事項 

  （１）四街道市学校部活動及び地域クラブ活動の在り方に関する 

ガイドライン（第１版）について 

  （２）協議会内容の周知について 

  （３）モデル事業に係る委託業者の選定について 

  （４）モデル事業（野球）の実施に向けて 

  （５）令和７年度モデル事業の実施について 

  

４．その他 

 

５．閉会 
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第１回 四街道市部活動地域移行推進協議会 議事録概要 

 

日程    令和６年８月２８日（水）  午後１５時～１６時２０分 

 

場所    四街道市文化センター ２０１号室 

 

出席者    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

傍聴人   ０名 

 

３．協議・報告事項 

 （１）四街道市学校部活動及び地域クラブ活動の在り方に関するガイドライン（第１版）につい

て 

      →意見なし 

   

 （２）協議会内容の周知について 

→意見なし 

 

 （３）モデル事業に係る委託業者の選定について 

→意見なし 

 

四 街 道 市 教 育 委 員 会 教 育 長  府 川  雅 司 

学 識 経 験 者              小宮山 伴与志 

中 学 校 校 長 代 表  小 川  大 輔 

中 学 校 校 長 代 表  中 嶋  宣 雅 

部 活 動 顧 問 代 表  福 田  薫 

部 活 動 顧 問 代 表  猪 谷  龍 哉 

部 活 動 顧 問 代 表 

部 活 動 顧 問 代 表 

 安 藤  優 樹 

小 倉  信 太 郎 

ス ポ ー ツ 団 体 関 係 者  伊 東  秀 郎 

ス ポ ー ツ 団 体 関 係 者  若 林  修 

文 化 芸 術 団 体 関 係 者  貝 瀬  永 治 

文 化 芸 術 団 体 関 係 者  片 山  文 

千葉県部活動地域移行エリアコーディネーター  濱 谷  昌 人 

四 街 道 市 教 育 委 員 会 教 育 部 長  真 田  裕 之 

四 街 道 市 教 育 委 員 会 教 育 部 副 参 事  長 谷 川  篤 

四街道市教育委員会教育部教育総務課長  久 保 木  直 樹 

四 街 道 市 教 育 委 員 会 教 育 部 学 務 課 長  飯 村  典 秀 

四 街 道 市 教 育 委 員 会 教 育 部 指 導 課 長  伊 藤  友 江 

四街道市教育委員会教育部社会教育課長  田 島  衣 織 
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（４）モデル事業（野球）の実施に向けて 

 

〇貝瀬委員  基本的に活動場所はグラウンドだけですか。熱中症等の対策として屋外の日陰だけでな

く、部活動の場合は屋内使用できると思いますが、今回の場合は校内への立ち入りは難

しいのでしょうか。 

 

〇事務局   基本的にはグラウンドのみの利用となります。怪我等の対応がとれるよう救急キッド等

を準備いたします。 

 

〇小宮山委員 ガイドライン（第１版）の 44 ページに、適切な活動時間については２時間程度、長く

とも３時間程度となっていますが、 モデル事業は３～４時間という形になっています。

陸上競技をやっていた私の経験だと３時間も練習したら疲れ切ってしまう。４時間は長

いのではないでしょうか。整合性も含めていかがですか。 

 

〇事務局   基本的には、ガイドラインは平日は２時間程度、休日はその３時間程度です。モデル事

業は準備時間も含めて３～４時間程度という形にしております。 

 

〇小宮山委員 参加者には事前に、開始時間は何時と周知されるのでしょうか。 

 

〇受託業者  基本的には、前月に次月の練習スケジュールをアプリケーションで配信します。 

 

〇小宮山委員 ４時間の練習時間はあまりにも長い。コンパクトに必要な練習をすることが大切であり、 

学習との兼ね合いからも長時間の練習は考えていただきたい。それから、部活動の地域

移行が取り組まれるようになり、全国で外部指導員のパワハラ、セクハラ、心理的なハ

ラスメント等が起こっている。これらに対する研修及びチェック体制を教えてほしい。 

 

〇受託業者  事前の研修としてハラスメントを始め、コンプライアンス関係の研修をオンラインで実

施しております。さらに、エリアマネージャーが活動場所を巡回し、指導内容の確認や

生徒の聞き取り調査を実施していきます。 

 

〇小宮山委員 わかりました。導入予定の運営管理アプリケーションでアンケートを実施する等ハラス

メントのチェックをしっかりしてください。 

 

〇小倉委員  保護者説説明会でも質問があがっていますが、活動拠点までの移動距離が今後の課題だ

と考えます。学校で手軽にスポーツ・文化活動に親しめることから部活動に参加してい

る生徒が多いのですが、今回のモデル事業では 拠点までの移動距離が長くなり戸惑っ

ている保護者も多かったと思う。従来の活動の始めやすさや取り組みやすさをもう少し

把握して、検討してほしいです。 
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〇小宮山委員 資料 13 ページの部活動設置数によると人数も多く、おそらくわざわざ旭中まで行く人

は少ないのでしょうか。そういう形で先生方の負担が減ると感じますが、どの中学校の

生徒が千代田中を希望しているとか把握していますか。 

 

〇事務局   ９月からの野球部の土日の活動は、大会や練習試合を除いて学校部活動を行わない形に

なりますので、野球部の生徒のうち土日の活動を希望する生徒は各拠点校で活動するこ

とになります。 

 

〇小宮山委員 かなり需要はありそうだということですか。 

 

〇事務局   ８月 25 日現在の申し込み状況は、旭中の活動に 23 名、千代田中学校の活動に 34 名が

登録しています。希望者はまだ増えると想定しています。 

 

〇貝瀬委員  今の数字の内訳はわかりますか。 

 

〇事務局   旭中の活動には四街道中学校から 19 名、旭中学校から４名、千代田中の活動には、千

代田中 13名、西中５名、北中 16名となります。 

 

〇貝瀬委員  部員の何パーセントがモデル事業に参加している等を把握した方がよいと思います。 

 

〇府川会長  今の貝瀬委員、小宮山委員、小倉委員の意見を事務局は受け止め、今後に活かしていく

ことが大事なことだと座長としては思います。特に、貝瀬委員の現在の野球部在籍者と

モデル事業参加者の割合を検証していくことは必要なことでしょう。 

 

〇中嶋委員  会議資料の最終ページの部員数は３年生を含んでいますか。 

 

〇事務局   ３年生も含んでいます。 

 

〇中嶋委員  今の野球部 117名は３年生も含めた数であって、１、２年生の数ではないので具体的な

人数はわからないですが、西中で申し込んでいる生徒が５名いうことは、遠いから参加

しないのではないでしょうか。 

 

〇小川委員  兼職兼業の希望者が７名と説明がありましたが、内訳を教えてください。 

 

〇事務局   全員市内中学校の教員になります。 
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（５）令和７年度モデル事業の実施について 

 

〇府川会長  委員の皆様から何かございますか。 

 

〇中嶋委員  保護者説明会の質問を拝見し、大会が学校単位での参加なら土日にチームとして練習し

て大会に臨むことが保護者等から求められていると感じました。私の経験から、拠点型

には陸上等の個人種目が適しているのではないでしょうか。昨年度、野球は各学校単独

で新人戦に出場できないということから、拠点型でのモデル事業を実施することになり

ましたが、学校単位で大会出場が可能であれば、学校派遣型が望ましいと思いますので、

ご検討ください。 

 

〇府川会長  事務局は、中嶋委員を含め学校現場の意見を参考に次年度の事業の検討を進め、次回協

議会で説明してください。 

 

４．その他 

 

〇府川会長  委員の皆様から何かありましたらお願いします。濱谷委員が遅れていらっしゃったの

で、何かありましたらお願いいたします。 

 

〇濱谷委員  千葉県部活動地域移行エリアコーディネーターの濱谷と申します。私は４月から着任し、

担当の北総地区 16 市町の情報収集を実施しました。その情報や国、千葉県の動向、小

中体連関係の情報をまとめたものを本日追加資料として配付させていただいておりま

すので、ご一読いただけると幸いです。 

部活動の地域移行については、課題が山積していますが、確実に一歩ずつ進んでいるの

ではないでしょうか。決して慌てず、地域や学校の状況を踏まえ、学校主管課、生涯学

習・地域スポーツ担当課、財政担当課が連携し、協力して進めていくことが大切です。

生徒が不利益を被らない、生徒のための改革だという共通認識をもって地域移行に取り

組んでいただきたいと思います。 

 

〇府川会長  どうもありがとうございました。他の委員の方、ご質問やご意見ありますでしょうか。 

 

〇小宮山委員 詳しい説明ありがとうございます。地域移行は教員の負担軽減等の点でも大切だという

ことで県も推進していますが、県から市町村に財政的な支援等はあるのでしょうか。 

 

〇濱谷委員  県教育委員会は、国へ補助を要望しており、現段階では、令和８年度以降の回答は国か

らもらっていません。令和８年度以降は受益者負担になり、各家庭の負担が高額になっ

たり、地域等で格差が生じたりするようであれば、不公平感等が強くなる可能性があり

ます。そのため、公的な補助により受益者負担を抑えるような仕組みが構築されること

は、必要であると考えています。令和８年度以降、四街道市も実施している実証事業が
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続けられるかが、一つのポイントになってくるでしょう。 

 

〇小宮山委員 地域移行主管課と財務課、知事局と相談し実効できる金銭的な支援をお願いしたい。 

 

〇濱谷委員  コーディネーターとして、各自治体の状況を県教育委員会保健体育課へ報告させていた

だきます。 

 

〇府川会長  他にございますか。 

 

〇事務局   事務局より、今後の協議会のご予定をお知らせいたします。第２回は 12月 18日（水）、 

第３回は令和 7年２月 21日（金）を予定させていただいております。 変更等が生じる

可能性もありますが、今回事前にお知らせいたします。なお、開催のご案内につきまし

ては、会議日程に合わせて改めて通知いたしますので、よろしくお願いいたします。事

務局からは以上です。 

 

〇府川会長  以上をもちまして、本会議を終了いたします。 

 

 

５．閉会 


